

















































　研究はアンケートと聞き取り調査をもとに分析を行う。アンケートは 2006 年 11 月から
2008 年 12 月まで 664 人を対象に行い、聞き取り調査総数は 60 人である 5。
　アンケート内容は	「在日にとって民族性の中で大切なのは（ことば、食生活、歴史認識、国
籍、血筋、冠婚葬祭、学校、名前、民族衣装）の 3 つであると思われる。3 つに○をつけてく
ださい。そしてその理由」である 6。「その理由」は自由記述欄を設けて記入していただいた。
　被調査者コミュニティにおけるエスニシティ（民族性）研究はおもに個別的インタビューが

































































































　「グラフ 1 ～ 3」を見ると、教員と成人の順番がまったく同じであるのに対して、大学生・
院生との回答には若干の違いがあることを確認することができる。
　「学校」と「歴史認識」、「血筋、名前、食生活、国籍」の順番に現れているが、言及数を考
えれば大きな差異ではないと判断できる。「グラフ 1 ～ 3」の回答をトータルデータとしてま
とめたところ「グラフ 4」のようになった。
　トータルとしては、1 番「ことば」、2 番「歴史認識」、3 番「学校」、4 番「名前」、5 番「血








校、名前、民族衣装）の 3 つであると思われる。3 つに○をつけてください」の結果データ
 （大学生・院生）
グラフ 2：「在日にとって民族性の中で大切なのは（ことば、食生活、歴史認識、国籍、血筋、冠婚葬祭、学
校、名前、民族衣装）の 3 つであると思われる。3 つに○をつけてください」の結果データ
 （学校教員）
グラフ 3：「在日にとって民族性の中で大切なのは（ことば、食生活、歴史認識、国籍、血筋、冠婚葬祭、学

























































































グラフ 4：「グラフ 1 ～ 3」のトータルデータ





校、名前、民族衣装）の 3 つであると思われる。3 つに○をつけてください」の男女別結果データ
　「グラフ 1 ～ 3」、そして「グラフ 4」における回答順・言及数（%）を考えると、以下のよ
うに分類することも可能であろう。
　A 群：「ことば、学校、歴史認識」、B 群：「名前、血筋」、C 群：「食生活、国籍」、D 群：「冠
婚葬祭、民族衣装」























































は A 群、B 群、C 群、D 群に分けて、そしてそれらに「グラフ 5」の結果からジェンダーとい
う視点を加味しながら行うこととする。
3 ．「ことば、歴史認識、学校」について
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「在日」とエスニシティ（１）
